
旭川工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 電気回路Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0030 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 電気情報工学科 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 前期:2
教科書/教材 講義用プリントおよび演習用プリントを配布
担当教員 吉本 健一
到達目標
１．基本的な電気回路の過渡応答を理解し，過渡応答の現象を説明・計算できる。
２．電気回路の過渡応答について，ラプラス変換を用いて計算できる。
３．分布定数回路の基本式を導くことができ，回路の諸定数等について，説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1（A-2，D-1，D-2）
電気回路の過渡応答を計算し，過
渡応答の現象を正しく説明できる
。

電気回路の過渡応答を計算し，過
渡応答の特徴を説明できる。

電気回路の過渡応答を計算できず
，過渡応答の特徴を説明できない
。

評価項目2（A-2，D-1，D-2）
複合的な回路の過渡応答について
もラプラス変換を用いて計算でき
る。

基本的な電気回路の過渡応答につ
いて，ラプラス変換を用いて計算
できる

基本的な電気回路の過渡応答につ
いて，ラプラス変換を用いて計算
できない。

評価項目3（A-2，D-1，D-2）
分布定数回路の基本式を導き，回
路の諸定数について，計算できる
とともに説明できる。

分布定数回路の基本式を導き，回
路の諸定数について，説明できる
。

分布定数回路の基本式を導けず
，回路の諸定数について，説明で
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 電気情報工学科の教育目標① 学習・教育到達度目標 本科の教育目標③
教育方法等

概要
前半では定常状態と異なり，回路状態が変化した場合の過渡的現象を中心に学習する。後半では空間的広がりを考慮し
た場合の回路（分布定数回路）について学ぶ。この科目は企業でハイブリッド集積回路の回路設計・プロセス設計を担
当していた教員が，その経験を生かして電気回路における過渡現象とその回路特性，解析方法等について講義形式で授
業を行うものである。

授業の進め方・方法
過渡現象では，まず微分方程式の解法に基づく解析方法を学び，過渡現象の基礎を理解し，次にラプラス変換を用いた
解法を修得し，応用的な複合回路網の過渡現象の解析法を学ぶ。
分布定数回路では，長距離送電線路や通信線路の電圧や電流は時間と場所の関数として考える必要があることを理解し
，分布定数回路に関する基本方程式・諸定数について学ぶ。

注意点

・教育プログラムの学習・教育到達目標の各項目は，A-2，D-1，D-2とする。
・総時間数90時間（自学自習60時間）
・自学自習時間（６０時間）は，日常の授業（３０時間）に対する予習復習，レポート課題の解答作成時間，試験のた
めの学習時間を総合したものとする。
・評価については，合計点数が60点以上で単位修得となる。その場合，各到達目標項目の到達レベルが標準以上である
こと，教育プログラムの学習・教育到達目標の各項目を満たしたことが認められる。
・数学で学んだ知識（微分方程式，ラプラス変換，偏微分等）を用いて回路解析を行うため，これらの数学の知識が十
分でないと良く理解できないので，不十分である場合には数学を良く復習しておくこと。また，演習問題を通じて理解
を深めて行くことも大切であるので，授業中随所に演習を入れて行くが，授業以外でも時間を設けて演習問題を解いて
理解を深めること。これらの演習課題等は評価につながるものであるため，提出期限を守り，必ず提出すること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 微分方程式の解法 数学で習った微分方程式の復習を行う。
2週 過渡的現象と初期条件 過渡的現象と初期条件について理解する。

3週  RL，RC直列回路の過渡現象 RL，RC直列回路の過渡現象の解析および計算ができる
。

4週 LC直列回路の過渡現象 LCの過渡現象の解析および計算ができる。
5週 RLC直列回路の過渡現象 RLC直列回路の過渡現象の解析および計算ができる。

6週 一般回路網の過渡現象① 応用となる複合的な一般回路網の過渡現象を解くこと
ができる。

7週 一般回路網の過渡現象② 基本的な交流回路の過渡現象の解析および計算ができ
る。

8週 中間試験 学んだ知識の再確認と修正ができる。

2ndQ

9週 ラプラス変換による微分方程式の解法 数学で習ったラプラス変換の復習を行う。

10週 ラプラス変換による基本回路の過渡現象解析 ラプラス変換を用いてRL，RC，LC，RLC直列回路の
過渡現象の計算ができる。

11週 ラプラス変換による一般回路網の過渡現象解析 ラプラス変換を用いて応用となる複合的な一般回路網
の過渡現象を解くことができる。

12週 集中定数回路と分布定数回路 長距離送電線路や通信線路では，電流や電圧が時間と
場所の関数で表現されることを学ぶ。

13週 基礎方程式（伝搬方程式） 分布定数回路の基本方程式を導くことができる。

14週  特性インピーダンスと伝搬定数および無ひずみ条件① 伝搬線路における伝搬定数と特性インピーダンスとは
何かを説明できる。

15週 特性インピーダンスと伝搬定数および無ひずみ条件② 伝搬線路における無ひずみ条件とは何かを説明できる
。

16週 期末試験 学んだ知識の再確認と修正ができる。



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力
数学 数学 数学

指数関数の性質を理解し、グラフをかくことができる。 3 前3,前4,前
5,前6

指数関数を含む簡単な方程式を解くことができる。 3 前3,前4,前
5,前6

微分方程式の意味を理解し、簡単な変数分離形の微分方程式を解
くことができる。 3 前1,前2,前

3,前4,前5

簡単な1階線形微分方程式を解くことができる。 3 前3,前4,前
5

定数係数2階斉次線形微分方程式を解くことができる。 3 前3,前4,前
5

自然科学 物理 電気 オームの法則から、電圧、電流、抵抗に関する計算ができる。 4 前3

専門的能力 分野別の専
門工学

電気・電子
系分野 電気回路

電荷と電流、電圧を説明できる。 4

前2,前4,前
5,前6,前
7,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

オームの法則を説明し、電流・電圧・抵抗の計算ができる。 4

前2,前4,前
5,前6,前
7,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

キルヒホッフの法則を用いて、交流回路の計算ができる。 4

前3,前4,前
5,前6,前
7,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

合成インピーダンスや分圧・分流の考え方を用いて、交流回路の
計算ができる。 4

前3,前4,前
5,前6,前
7,前10,前
11,前13,前
14,前15

RL直列回路やRC直列回路等の単エネルギー回路の直流応答を計
算し、過渡応答の特徴を説明できる。 4

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
10,前11

RLC直列回路等の複エネルギー回路の直流応答を計算し、過渡応
答の特徴を説明できる。 4

前5,前6,前
7,前10,前
11

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他（演習・

レポート） 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 50 0 0 0 0 20 70
専門的能力 20 0 0 0 0 10 30
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


